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プ
ロ
ロ
ー
グ

空
中
に
は
、
数
十
枚
の
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
銀
の
皿
が
吊
ら
れ
、
照
明
の
光
を
射
返
し
て
い
る
。

月
夜
に
、
海
月
た
ち
が
浮
遊
す
る
海
の
底
の
よ
う
に
も
、
月
が
増
殖
し
た
地
上
の
廃
墟
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

そ
こ
に
、
か
が
み
こ
ん
で
、
両
腕
を
内
側
か
ら
両
膝
の
う
し
ろ
に
ま
わ
し
、
両
足
の
甲
に
、
手
首
を
乗
せ
た
形
の
、

空
腹
者
た
ち
の
群
れ
が
一
人
ま
た
一
人
と
現
わ
れ
て
く
る
。

彼
等
の
掌
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
物
が
あ
る
。
空
腹
者
た
ち
は
、
し
ば
ら
く
無
言
で
う
ろ
つ
き
ま
わ
っ
て
い
る
が
、

や
が
て
、

全
員 
あ
。

と
叫
ぶ
。
す
る
と
、

男
１ 

ア
ン
パ
ン
。

全
員 

い
。

女
１ 

イ
チ
ゴ
。

全
員 

う
。

男
２ 

梅
干
。

全
員 

え
。

女
２ 

枝
豆

全
員 

お
。

男
３ 

オ
レ
ン
ジ
。
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全
員 

か
。

女
３ 

牡
蠣
。

全
員 

き
。

男
４ 

き
な
こ
。

全
員 

く
。

女
４ 

栗

全
員 

け
。

男
５ 

毛
蟹
。

全
員 

こ
。

女
５ 
米
。

全
員 
さ
。

男
６ 
刺
身
。

全
員 

し
。

女
６ 

椎
茸
。

全
員 

す
。

男
７ 

寿
司
。

全
員 

せ
。

女
７ 

セ
ロ
リ
。

全
員 

そ
。

男
８ 

蕎
麦
。

全
員 

た
。

女
８ 

筍
。

全
員 

ち
。

男
１ 

粽
。
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全
員 

つ
。

女
９ 

漬
物
。

全
員 

て
。

男
２ 

天
丼
。

全
員 

と
。

女
１ 

鳥
肉
。

全
員 

な
。

男
３ 

納
豆
。

全
員 

に
。

女
２ 

肉
。

全
員 

ぬ
。

男
４ 
ぬ
か
み
そ
。

全
員 
ね
。

女
３ 
葱
。

全
員 

の
。

男
５ 

海
苔
。

全
員 

は
。

女
４ 

白
菜
。

全
員 

ひ
。

男
６ 

干
物
。

全
員 

ふ
。

女
５ 

福
神
潰
。

全
員 

へ
。

男
７ 

蛇
。
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全
員 

ほ
。

女
６ 

菠
薐
草
。

全
員 

ま
。

男
８ 

マ
グ
ロ
。

全
員 

み
。

女
７ 

み
か
ん
。

全
員 

む
。

男
１ 

麦
。

全
員 

め
。

女
８ 
目
刺
し
。

全
員 
も
。

男
２ 
も
や
し
。

全
員 

や
。

女
９ 

焼
ソ
バ
。

全
員 

ゆ
。

男
３ 

百
合
根
。

全
員 

よ
。

女
１ 

羊
羹
。

全
員 

ら
。

男
４ 

ラ
ー
メ
ン
。

全
員 

り
。

女
２ 

り
ん
ご
。

全
員 

る
。

男
５ 

ル
イ
ベ
。
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全
員 

れ
。

女
３ 

蓮
根
。

全
員 

ろ
。

男
６ 

ロ
ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
。

全
員 

わ
。

女
４ 

ワ
カ
メ
。

不
意
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
。

空
腹
者
た
ち
、
慌
て
て
奇
形
的
な
形
の
ま
ま
逃
げ
去
り
、
男
１・２・３・４
と
女
１
の
五
人
が
残
る
。

五
人
は
、
体
を
の
ば
し
て
立
上
る
と
腰
に
下
げ
て
い
た
袋
に
、
手
に
し
て
い
た
食
ぺ
物
を
し
ま
い
、
話
し
は
じ
め
る
。
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１

男
１
、
テ
ー
ブ
ル
を
運
ん
で
来
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、

男
１ 

猫
、
で
す
。

断
言
す
る
。

男
２
、
男
１
と
共
に
テ
ー
ブ
ル
を
運
ん
で
来
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
２ 
人
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

男
３
、
椅
子
を
二
つ
運
び
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、

男
３ 

人
、
で
す
。

断
言
す
る
。

男
４
、
椅
子
を
二
つ
運
び
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
４ 

猫
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
。

男
１
、
テ
ー
ブ
ル
を
所
定
の
位
置
に
置
き
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、

男
１ 

猫
、
で
す
。
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断
言
す
る
。

男
２
、
男
１
と
共
に
テ
ー
ブ
ル
を
置
き
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
２ 

人
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

男
３
、
椅
子
を
置
き
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、

男
３ 

人
、
で
す
。

断
言
す
る
。

男
４
、
椅
子
を
置
き
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
４ 
猫
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

男
１
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、

男
１ 

猫
、
で
す
。

男
２
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
２ 

人
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

男
３
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
自
信
あ
り
げ
に
、
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男
３ 

人
、
で
す
。

男
４
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
自
信
な
げ
に
、

男
４ 

猫
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
…
…
。

と
、
そ
の
間
に
自
分
専
用
の
車
椅
子
を
運
ん
で
き
て
座
っ
て
い
た
女
１
が
、

女
１ 

象
よ
。

男
た
ち 
象
？

男
た
ち
、
揃
っ
て
女
を
見
る
。

女
１ 

象
よ
。

平
然
と
し
て
い
る
。

男
４ 

ゾ
ー
ッ
。

男
１・２・３
、
明
ら
か
に
馬
鹿
に
し
て
男
４
を
見
る
。
男
４
、
ヘ
ッ
ヘ
ッ
と
笑
っ
て
ご
ま
か
す
。

女
１
、
無
関
心
に
。

女
１ 

象
だ
っ
た
の
よ
。
象
だ
っ
た
わ
。
象
は
鼻
ね
。
象
の
、
鼻
…
…
。
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う
っ
と
り
す
る
。

男
た
ち 

象
の
鼻
。

男
１ 

長
い
。

男
２ 

太
い
。

男
３ 

重
い
。

男
４
、
し
ば
ら
く
考
え
こ
ん
で
い
る
が
、
突
然

男
４ 

象
さ
ん　

象
さ
ん

 

お
鼻
が
長
い
の
ね

 
そ
う
よ　

母
さ
ん
も

 
長
い
の
よ

と
、
歌
う
。

男
１ 

話
を
戻
し
ま
せ
ん
か
。

男
２ 

私
は
、
人
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

男
３ 

人
、
で
す
。

男
４ 

猫
…
…
だ
と
聞
き
ま
し
た
が
。

男
１ 

猫
、
で
す
。
名
前
は
ブ
ン
ザ
エ
モ
ン
と
言
い
ま
し
た
。
ブ
ン
ザ
エ
モ
ン
な
ぞ
と
言
う
名
前
の
人
問
が
今

時
存
在
す
る
と
思
い
ま
す
か
？　

猫
で
す
よ
、
当
然
。

男
４
、
拍
手
す
る
。
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男
３ 

し
か
し
、
で
す
よ
。
猫
を
×
×
た
り
し
ま
す
か
？

男
１ 

し
ま
す
。

男
２ 

あ
ん
た
×
×
た
ん
で
す
か
？

男
１ 

私
は
×
×
て
ま
せ
ん
よ
。
だ
が
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
。
そ
れ
に
、
人
問
を
×
×
た
り
し
た
ら
、
こ
れ

は
も
う
、
大
変
な
こ
と
だ
。

男
４ 

犯
罪
で
す
。
×
×
な
く
た
っ
て
も
、
犯
罪
だ
。
生
き
た
ま
ま
×
×
る
、
と
い
う
訳
に
は
い
か
ん
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
殺
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
。

男
２ 

私
は
昔
、
生
き
た
ま
ま
の
海
老
を
×
×
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
生
き
た
ま
ま
の
白
魚
も

×
×
ま
し
た
。

男
１ 
白
魚
は
、（
と
、
指
で
大
き
さ
を
示
し
）
こ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
う
。
海
老
は
、
こ
の
位
だ
。
し
か
し
人
間
は
、

こ
ん
な
だ
。
そ
れ
を
生
き
た
ま
ま
×
×
た
り
し
ま
せ
ん
よ
。

男
３ 

赤
ん
坊
だ
っ
た
ら
、
ど
う
で
す
？

男
４ 

赤
ん
坊
な
ら
、
可
能
で
し
ょ
う
。

男
２ 

し
か
し
、
赤
ん
坊
を
生
き
た
ま
ま
×
×
る
と
い
う
の
は
、
私
、
趣
味
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

男
１ 

あ
ん
た
の
趣
味
を
聞
い
て
や
し
ま
せ
ん
。
話
題
は
×
×
ら
れ
た
の
は
、
人
か
猫
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

女
１
、
い
き
な
り
、

女
１ 

象
よ
。
象
だ
っ
た
の
よ
。
象
は
、
鼻
ね
。
象
の
鼻
…
…
。
私
、
象
の
鼻
を
、

男
２
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
立
上
る
と
、
女
１
の
口
を
手
で
ふ
さ
ぎ
、
し
ば
ら
く
し
て
放
す
。

女
１ 

た
こ
と
が
あ
る
わ
。
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男
２ 

…
…
間
に
合
っ
た
。

女
１ 

象
の
鼻
は
、

男
２
、
ま
た
慌
て
て
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 

か
っ
た
わ
。
そ
の
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 

は
、そ
う
ね
、夢
に
似
て
い
た
。
は
つ
き
り
と
覚
え
て
い
る
夢
よ
。
私
、時
々
、夢
を
見
る
わ
。
象
の
鼻
を
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 
て
い
る
夢
よ
。
目
覚
め
る
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
わ
…
…
。

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 

私
、
象
の
鼻
を
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 

た
く
て
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。
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女
１ 

た
く
て
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 

た
く
て
、
探
し
た
わ
。
で
も
、
ど
こ
に
も
な
い
。
私
、
今
で
も
、

男
２
、
女
１
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
放
す
。

女
１ 
た
い
わ
。
象
の
鼻
…
…
、
象
の
鼻
…
。

男
２ 

（
男
１
に
）
す
い
ま
せ
ん
が
、
私
、
口
を
ふ
さ
い
で
い
ま
す
か
ら
、
あ
ん
た
、
車
椅
子
を
押
し
て
く
れ
ま

せ
ん
か
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
保
健
所
が
く
る
。

男
１ 

い
い
で
す
よ
。（
立
上
る
）

男
２ 

方
法
は
、
あ
る
ん
で
す
。
黙
ら
せ
る
方
法
は
、
ね
。

男
１ 

（
車
椅
子
を
押
し
な
が
ら
）
ど
う
す
る
ん
で
す
？

男
２ 

象
の
鼻
を
×
×
さ
せ
る
ん
で
す
。

男
１ 

象
の
鼻
を
×
×
さ
せ
る
？

男
２ 

勿
論
、
生
き
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
。
匂
い
も
×
×
も
な
い
。
ニ
セ
モ
ノ
で
す
。
私
は
、
五
年
越
し
、
彼
女
に
、

象
の
鼻
を
×
×
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ラ
ホ
ラ
、
象
の
鼻
だ
よ
。
…
…
る
ん
だ
よ
、
と
ね
。

男
１
、２
、
女
１
、
去
り
、
男
３
、４
が
残
る
。
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２

男
３
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
一
冊
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
書
物
を
取
り
出
し
、
小
声
で
、

男
３ 

や
り
ま
す
か
？

男
４ 

あ
た
り
を
警
戒
し
な
が
ら
、
ゴ
ク
リ
と
睡
を
飲
み
込
み
、

男
４ 

や
り
ま
し
ょ
う
。

男
３ 

あ
ん
た
か
ら
、
ど
う
ぞ
。

男
４ 

（
嬉
し
気
に
）
そ
う
で
す
か
？

男
３ 
お
先
に
ど
う
ぞ
。

男
４ 
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
失
礼
し
て
。

テ
ー
ブ
ル
に
上
る
と
、
身
構
え
る
。

男
３ 

行
き
ま
す
よ
。

男
４ 

え
え
。

二
人
、
緊
張
し
て
い
る
。

男
３
、
書
物
を
読
み
は
じ
め
る
。

男
３ 

「
オ
ス
タ
ン
ド
の
牡
蠣
が
迎
ば
れ
て
き
た
。
可
愛
く
丸
々
と
し
て
い
る
。
貝
殻
の
中
へ
入
れ
た
小
さ
な
人

間
の
耳
そ
っ
く
り
で
、
塩
辛
ボ
ン
ボ
ン
と
い
っ
た
格
好
で
舌
と
口
蓋
の
間
で
と
ろ
り
と
溶
け
る
」
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男
３
が
舌
舐
ず
り
の
気
配
で
読
む
間
、
男
４
は
舌
を
鳴
ら
し
、
歯
を
鳴
ら
し
、
全
身
を

痙
攣
さ
せ
て
酔
っ
て
い
る
。

男
３ 

ギ
ィ
・
ド
・
バ
ッ
サ
ン
『
ベ
ラ
ミ
』
杉
捷
夫
訳
で
す
。

男
４
、
ア
ゥ
ア
ゥ
と
意
味
不
明
の
声
を
挙
げ
、

男
４ 

い
や
あ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
に
な
り
ま
し
た
。
満
腹
、
と
い
う
奴
で
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
。

腹
を
さ
す
る
。

男
３
、
笑
顔
に
な
り
、

男
３ 

お
粗
末
さ
ま
で
し
た
。

男
４ 

そ
れ
じ
ゃ
、
今
度
は
私
が
。

男
３ 

そ
う
で
す
か
。
で
は
失
礼
し
て
。

男
３
、
男
４
に
書
物
を
渡
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
上
る
。
男
４
は
テ
ー
ブ
ル
を
下
り
、

男
４ 

「
食
の
饐
し
て_

せ
る
と
魚
の
餒
れ
て
肉
の
敗
れ
た
る
は
食
ら
わ
ず
。
色
の
悪
し
き
は
食
ら
わ
ず
。_

を

失
え
る
は
食
ら
わ
ず
。
時
な
ら
ざ
る
は
食
ら
わ
ず
。
割
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
食
ら
わ
ず
。
其
の
醤
を
得
ざ

れ
ば
食
ら
わ
ず
」（
読
む
）。

男
３
、
テ
ー
ブ
ル
上
で
何
と
か
酔
お
う
と
努
め
る
が
で
き
ず
、
白
け
て
い
る
。
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男
４ 

（
得
意
気
に
）「
論
語
」
で
す
。

男
３ 

申
し
訳
な
い
ん
で
す
が
ね
。

男
４ 

な
ん
で
し
ょ
う
。

男
３ 

私
、
余
り
頭
が
よ
く
な
い
も
の
で
す
か
ら
。

男
４ 

そ
れ
で
？

男
３ 

胃
も
丈
夫
じ
ゃ
な
い
も
ん
で
す
か
ら
。

男
４ 

え
え
、
そ
れ
で
？

男
３ 

も
う
少
し
、
や
わ
ら
か
い
も
ん
を
喰
わ
せ
て
貰
え
る
と
、
あ
り
が
た
い
ん
で
す
が
。

男
４
、
じ
ろ
り
と
男
３
を
見
る
。

男
３ 
ひ
と
つ
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
よ
ろ
し
く
。

男
４
、
頁
を
繰
り
、

男
４ 

行
き
ま
す
よ
。

男
３ 

は
い
（
身
構
え
る
）。

男
４ 

「
つ
ぎ
の
盆
は
期
待
し
て
い
た
よ
う
な
大
き
さ
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
奇
妙
な
形
が
ぼ
く
ら
の

目
を
一
斉
に
ひ
い
た
。
行
動
十
二
宮
を
か
た
ど
っ
た
円
い
皿
が
ぐ
る
り
と
並
べ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

星
座
に
適
応
す
る
料
理
が
配
膳
人
の
手
に
よ
っ
て
も
ら
れ
て
い
た
」

 

（
読
む
）。

男
４
、
男
３
を
見
て
、
ニ
タ
ッ
と
笑
う
。
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お
あ
ず
け
を
喰
っ
た
犬
の
ポ
ー
ズ
で
待
っ
て
い
た
男
３
、
ハ
ッ
ハ
ッ
と
息
を
荒
げ
て
待
つ
。

男
４
、
急
に
早
口
の
大
声
で
、
熱
っ
ぽ
く
、

男
４ 

「
す
な
わ
ち
、
白
羊
宮
の
上
に
は
豌
豆
で
作
っ
た
雄
羊
の
頭
、
金
牛
宮
に
は
一
片
の
牛
肉
、
双
子
宮
に
は

ア
フ
リ
カ
の
い
ち
じ
く
、
処
女
宮
に
は
ま
だ
子
を
生
ま
ぬ
牝
豚
の
腹
、
天
秤
宮
に
は
片
方
に
タ
ル
ト
を
、

他
方
に
菓
子
を
乗
せ
た
天
秤
を
、
天
蠍
宮
に
は
海
の
伊
勢
蝦
、
射
手
宮
に
は
野
兎
、
麿
羯
宮
に
は
山
羊

の
角
、
宝
瓶
宮
に
は
鵞
鳥
、
双
魚
宮
に
は
二
尾
の
鰡
が
の
せ
ら
れ
て
い
た
」（
読
む
）。

男
３
、
し
き
り
と
味
わ
お
う
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
が
、
途
中
で
あ
き
ら
め
、
フ
テ
寝
し
て
し
ま
う
。

男
４
は
読
み
終
り
、
大
き
く
息
を
吐
い
て
満
足
気
に
、

男
４ 

ペ
ト
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス
『
サ
チ
ェ
リ
コ
ン
』
で
す
。
お
代
り
は
？

男
３
、
ふ
て
く
さ
れ
て
返
事
も
し
な
い
。

男
４ 

お
気
に
召
さ
な
い
？

男
３ 

（
急
に
跳
ね
起
き
）
召
す
も
召
さ
な
い
も
、
私
は
一
口
だ
っ
て
食
え
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
い
い
で
す
か
？

　

私
は
飢
え
て
い
る
ん
だ
。
食
い
た
い
ん
で
す
。
単
純
を
喰
い
た
い
ん
で
す
よ
。

男
４
、
突
然
、
叫
ぶ
。

男
４ 

目
に
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
が
つ
を
。

男
３ 

あ
あ
、
初
が
つ
を
。
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と
、
の
た
う
つ
。

男
４ 

あ
た
た
か
き
鰻
を
食
ひ
て
か
へ
り
く
る
道
玄
坂
に
月
押
し
照
れ
り
、
斎
藤
茂
吉
。

男
３ 

あ
あ
、
鰻
。

と
、
の
た
う
つ
。

男
４ 

梅
若
菜
鞠
子
の
宿
の
と
ろ
ろ
汁
、
松
尾
芭
蕉
。

男
３ 

と
ろ
ろ
、
と
ろ
ろ
。

と
、
の
た
う
つ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
満
腹
の
溜
息
を
洩
ら
し
、

男
３ 

い
や
あ
、
御
馳
走
さ
ま
で
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
を
降
り
る
。

男
３ 

最
初
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
満
腹
で
す
。

男
４ 

あ
ん
た
も
、
し
か
し
、
偏
食
で
す
な
。

男
３ 

私
、
肉
が
駄
目
で
し
て
ね
。

男
４ 

ふ
し
あ
わ
せ
だ
。

男
３ 

そ
れ
と
、
ニ
ン
ジ
ン
。

男
４ 

ニ
ン
ジ
ン
は
私
も
駄
目
で
す
。
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男
３
、４
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
片
付
け
な
が
ら
、

男
３ 

デ
ザ
ー
ト
と
行
き
ま
す
か
？

男
４ 

結
構
で
す
な
。

男
３ 

お
た
く
は
何
を
？

男
４ 

私
、
桜
餅
な
ぞ
を
ひ
と
つ
。

男
３ 

桜
餅
？
い
い
で
す
な
。
…
…
行
き
ま
す
よ
。

男
３
、
暗
唱
す
る
。

男
３ 

「
お
八
つ
に
出
る
、
ほ
の
か
に
塩
味
の
し
み
こ
ん
だ
桜
の
葉
で
巻
か
れ
た
桜
餅
の
淡
い
桃
色
の
皮
に
は
、

ど
こ
か
透
明
な
層
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
気
泡
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供

の
私
に
は
、
白
磁
の
皿
の
上
に
置
い
た
桜
餅
が
、
花
吹
雪
の
な
か
を
通
っ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
、
ほ
ん

の
り
色
づ
い
た
優
雅
な
婦
人
の
よ
う
に
見
え
て
、
す
ぐ
食
べ
る
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
」。

男
３
は
、
片
付
け
て
い
る
が
、
男
４
は
口
を
ぽ
か
ん
と
あ
け
て
、
う
っ
と
り
と
棒
立
ち
に
な
っ
て
い
る
。

男
４ 

い
や
あ
、
な
か
な
か
。
…
…
あ
ん
た
は
、
何
を
？

男
３ 

私
で
す
か
？　

私
は
、
軽
く
、
お
茶
な
ぞ
を
。

男
４ 

そ
れ
じ
ゃ
行
き
ま
す
よ
。

男
３ 

え
え
。

男
４
、
暗
唱
す
る
。
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男
４ 

「
こ
れ
や
こ
の
銘
茶
の
若
芽
、
春
風
の
も
と
に
生
い
育
ち
、
摘
ま
ず
取
ら
ず
に
ほ
っ
た
ら
か
さ
れ
、
葉
っ

ぱ
ば
か
り
が
伸
び
放
題
、
そ
れ
で
も
煮
詰
め
り
ゃ
た
い
し
た
色
つ
や
、
世
に
も
稀
な
る
乙
な
も
の
」

男
３
、
う
っ
と
り
し
て
い
る
。

男
４
、
片
付
け
終
る
。

男
３ 

お
茶
は
い
い
で
す
な
あ
。

男
４ 

私
、
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
コ
ー
ヒ
ー
党
で
し
て
ね
。

言
い
な
が
ら
去
る
。
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３

無
人
と
な
っ
た
舞
台
に
女
３
、
女
５
、
男
５
、
男
８
が
現
わ
れ
る
。
女
３
は
、
男
８
の
首
か
ら
の
び
る
鎖
の
端
を
、

女
５
は
、
男
５
の
首
か
ら
の
び
る
鎖
の
端
を
持
ち
、
男
５
、
男
８
は
上
半
身
裸
で
、
目
隠
し
を
さ
れ
、
首
輪
を
つ
け

ら
れ
、
両
手
足
、
両
足
首
は
鎖
錠
さ
れ
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
い
る
。

女
３ 

（
凄
ま
じ
い
早
口
で
）
さ
っ
さ
と
歩
く
の
よ
、
薄
の
ろ
の
豚
肉
。
ま
っ
た
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
あ
ん
た
は

臭
い
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
す
る
わ
。
い
つ
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
大
売
出
し
の
鳥
肉
。

女
５ 

（
凄
ま
じ
い
早
口
で
）
あ
ん
た
は
朝
、
起
き
て
、
朝
御
飯
用
の
錠
剤
を
三
粒
飲
ん
で
会
社
に
行
く
。
十
二

時
に
な
る
と
昼
御
飯
用
の
錠
剤
を
三
粒
飲
ん
で
パ
チ
ン
コ
を
す
る
。
五
時
に
な
る
と
会
社
を
出
て
、
七

時
に
は
安
ア
パ
ー
ト
で
夕
食
用
の
錠
剤
を
五
粒
飲
み
、
Ｔ
Ｖ
を
見
て
、
夜
十
一
時
に
は
夜
食
用
の
錠
剤

を
一
粒
飲
ん
で
寝
る
だ
け
の
去
勢
牛
。

女
３ 

そ
の
癖
、
き
れ
い
な
女
が
通
る
と
ポ
カ
ン
と
見
と
れ
、
だ
の
に
通
勤
電
車
の
中
で
痴
漢
に
な
る
だ
け
の

元
気
も
な
い
老
い
ぼ
れ
の
馬
肉
。

女
５ 

あ
ん
た
は
逆
ら
わ
な
い
。
き
ゃ
ん
き
ゃ
ん
と
吠
え
て
み
る
こ
と
さ
え
し
な
い
。
い
つ
も
他
人
の
顔
色
を

う
か
が
っ
て
、
右
向
い
ち
ゃ
、
ワ
ン
。
左
向
い
ち
ゃ
、
ワ
ン
。
尻
尾
を
振
っ
て
み
せ
る
だ
け
の
犬
の
肉
。

男
８ 

（
哀
れ
っ
ぽ
く
）
助
け
て
く
れ
。

男
５ 

（
哀
れ
っ
ぽ
く
）
あ
ん
た
、
誰
な
ん
だ
？

男
８ 

何
の
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
す
る
ん
だ
？

男
５ 

こ
こ
か
ら
出
し
て
く
れ
。

女
３ 

閉
じ
こ
め
ら
れ
て
一
ト
月
に
も
な
る
の
に
、あ
ん
た
が
喋
る
言
葉
は
、四
つ
だ
け
。
助
け
て
く
れ
、あ
ん
た
、

誰
な
ん
だ
？　

何
の
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
？　

こ
こ
か
ら
出
し
て
く
れ
。
う
ん
ざ
り
す

る
わ
。

女
５ 

答
え
て
あ
げ
る
わ
。
私
は
、
あ
ん
た
を
助
け
よ
う
と
し
て
る
。
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女
３ 

私
は
、
力
よ
。

女
５ 

あ
ん
た
の
眼
を
覚
ま
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
る
の
よ
。

女
３ 

こ
こ
か
ら
出
し
て
あ
げ
て
も
い
い
わ
。

女
５ 

あ
ん
た
が
、
食
べ
る
ん
な
ら
ね
。

女
３ 

あ
ん
た
が
、
食
べ
る
ん
な
ら
よ
。

男
５
、８
、
食
べ
る
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
震
え
だ
す
。
女
３・５
、
哄
笑
す
る
。

女
３ 

臆
病
な
山
羊
頭
！　

食
べ
る
っ
て
言
葉
が
、
そ
ん
な
に
怖
ろ
し
い
の
？

男
８ 

禁
じ
ら
れ
た
言
葉
だ
。

女
５ 

そ
う
よ
。
使
っ
た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
監
獄
だ
わ
。

男
５ 
懲
役
八
年
だ
。
市
民
権
剥
奪
だ
。

女
３ 
安
心
な
さ
い
。
こ
こ
は
壁
の
中
よ
。
外
か
ら
見
れ
ば
何
の
変
哲
も
な
い
、
た
だ
の
ア
パ
ー
ト
。

女
５ 
そ
の
一
部
屋
で
、
こ
ん
な
出
来
事
が
起
き
て
る
な
ん
て
、
誰
も
思
わ
な
い
わ
。

女
３ 

私
は
行
き
ず
り
の
あ
ん
た
を
連
れ
込
ん
で
、
鱈
腹
食
わ
せ
て
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
。

女
５ 

食
べ
た
い
ん
で
し
ょ
う
。
ね
ぇ
、
食
べ
た
く
て
食
べ
た
く
て
、
た
ま
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
。

女
３ 

だ
っ
た
ら
食
べ
な
さ
い
。

男
５
・
８ 

食
い
た
く
な
い
！

女
５ 

な
ぜ
？

男
５ 

食
っ
た
ら
死
刑
だ
。

女
３ 

食
っ
た
ら
死
刑
じ
ゃ
な
い
わ
。
食
っ
た
こ
と
が
バ
レ
た
ら
、
よ
。

女
５ 

私
、
バ
し
た
り
し
な
い
わ
。
だ
っ
て
私
、
食
わ
せ
た
い
ん
だ
も
の
。
私
の
作
っ
た
手
料
理
を
食
べ
さ
せ

て
食
べ
た
い
ん
だ
も
の
。

女
３ 

あ
ん
た
と
一
緒
に
ね
。
一
人
で
食
べ
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
わ
。
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女
５ 

食
べ
れ
ば
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
の
よ
。
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
顔
色
は
艶
々
と
し
て
、
満
腹
に
眠
気
を

誘
わ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
夢
見
心
地
の
い
い
気
持
。

女
３ 

そ
ん
な
こ
と
が
、
あ
ん
た
の
つ
ま
ら
な
い
人
生
の
内
に
も
何
度
か
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
思
い
出
し
て
ご

ら
ん
。

女
５ 

あ
ん
た
の
口
は
喋
る
た
め
に
だ
け
、
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
よ
。

女
３ 

あ
ん
た
の
口
は
食
べ
る
た
め
に
あ
る
の
よ
。

男
５ 

食
え
な
い
！

女
５ 

な
ぜ
？

い
き
な
り
時
計
が
鳴
り
出
す
。

十
二
時
を
告
げ
る
。

男
５
、
平
然
と
し
て
立
上
り
、

男
５ 

ほ
ど
い
て
く
れ
。

女
５ 

そ
う
ね
。

男
５ 

そ
ろ
そ
ろ
寝
な
い
と
、
明
目
が
辛
い
。

女
５ 

そ
う
ね
。

女
５
、
男
５
の
鎖
や
貝
か
く
し
を
ほ
ど
き
は
じ
め
る
。

女
５ 

私
は
御
飯
を
作
る
の
が
生
甲
斐
で
、
あ
ん
た
は
私
の
御
飯
を
食
べ
る
の
が
生
甲
斐
で
、
作
っ
て
食
べ
て
、

そ
う
や
っ
て
つ
な
が
っ
て
き
た
の
に
ね
。

男
５ 

仕
方
な
い
さ
。
新
し
い
食
べ
物
が
で
き
ち
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
。

女
５ 

朝
三
錠
、
昼
三
錠
、
夜
五
錠
、
夜
食
一
錠
の
食
事
！
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男
５ 

お
ま
え
の
不
満
は
、
わ
か
る
さ
。
だ
か
ら
こ
う
や
っ
て
毎
晩
々
々
つ
き
合
っ
て
る
じ
ゃ
な
い

か
。

女
５ 

ね
え
、
食
べ
て
よ
。

男
５ 

刑
務
所
だ
。
も
う
寝
る
ぞ
。

女
５ 

先
に
寝
て
頂
載
。

男
５ 

食
う
な
よ
。

男
５
、
去
る
。

女
５
、
座
り
込
む
と
頭
を
か
か
え
る
。

と
、
そ
れ
ま
で
静
止
し
て
い
た
女
３
が
口
を
開
き
、

女
３ 
今
夜
も
食
べ
な
か
っ
た
の
ね
。

男
８ 
あ
あ
。

女
３ 
食
べ
れ
ば
、こ
こ
か
ら
出
て
行
か
れ
る
の
に
意
気
地
な
し
。
あ
ん
た
帰
り
た
い
ん
で
し
ょ
う
。
あ
ん
た
の
、

く
り
返
し
の
目
常
の
中
に
戻
っ
て
行
き
た
い
ん
で
し
ょ
う
？　

簡
単
な
こ
と
よ
。

男
８ 

食
い
た
く
な
い
。

女
３ 

ま
あ
、
い
い
わ
。
出
て
行
か
れ
な
い
の
は
、
私
の
方
じ
ゃ
な
く
て
、
あ
ん
た
の
方
な
ん
だ
か
ら
。

男
８ 

だ
か
ら
食
わ
な
い
ん
だ
。

女
３ 

ど
う
い
う
こ
と
？

男
８ 

こ
こ
に
い
た
い
。
食
わ
な
け
れ
ば
こ
こ
に
い
ら
れ
る
。
そ
う
だ
ろ
う
。

女
３ 

…
…
そ
う
ね
。

男
８ 

俺
、
明
日
も
ま
た
食
わ
な
い
よ
。
あ
さ
っ
て
も
食
わ
な
い
。
お
や
す
み
。

四
つ
ん
這
い
で
去
る
。
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女
５ 

私
、
と
き
ど
き
、
あ
ん
た
を
殺
し
た
く
な
る
わ
。
私
が
作
っ
て
あ
ん
た
が
食
べ
て
、
も
う
一
度
そ
う
や
っ

て
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
、
あ
と
は
ど
う
だ
っ
て
い
い
の
に
、
あ
ん
た
は
、
た
か
だ
か
ゲ
ー
ム
で
つ
な
が
っ

て
滴
足
し
て
る
。
私
、
あ
ん
た
を
憎
み
は
じ
め
て
る
。

女
３ 

お
ど
お
ど
と
、あ
た
り
を
う
か
が
う
だ
け
の
様
子
に
我
慢
で
き
な
く
て
連
れ
込
ん
だ
男
な
の
に
ね
。
私
は
、

あ
ん
た
の
名
前
も
年
も
何
も
知
ら
な
い
の
に
ね
。
で
も
、
あ
ん
た
は
食
わ
な
く
て
、
だ
か
ら
つ
な
が
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
私
、
あ
ん
た
を
好
き
に
な
り
は
じ
め
て
る
。

女
５ 

い
つ
ま
で
、
こ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
、
つ
づ
け
れ
ば
つ
づ
け
る
程
、
私
、
あ
ん
た
か
ら
遠

く
な
る
だ
け
な
の
に
。

女
３ 
い
つ
ま
で
、
こ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
。
つ
づ
け
れ
ば
つ
づ
け
る
程
、
私
、
あ
ん
た
に
近
づ

い
て
し
ま
う
の
に
。

女
３
、
女
５
、
去
る
。



26

４

男
１
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
２
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
３
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
４
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
５
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
６
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
７
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
８
が
、
見
え
な
い
＜
食
べ
物
＞
を
激
し
く
食
べ
な
が
ら
現
わ
れ
る
。

男
た
ち
、
食
べ
て
い
る
。

咀
嚼
音
が
す
る
。

嚥
下
音
が
す
る
。

男
た
ち
、
右
手
の
＜
食
べ
物
＞
を
食
い
、
い
き
な
り
首
を
振
っ
て
左
手
の
＜
食
べ
物
＞
を
食
う
。

男
た
ち
は
、
み
な
同
じ
＜
食
べ
物
＞
を
食
べ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
、

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
２ 

ホ
ッ
ト
ド
ツ
グ
で
す
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
３ 

ニ
ギ
リ
メ
シ
。
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男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
４ 

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
５ 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
６ 

稲
荷
寿
司
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
７ 

フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
１ 

な
ん
で
す
？

男
８ 

茹
卵
。
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男
た
ち
、
食
べ
る
。

男
２ 

な
ん
で
す
？

男
１ 

西
瓜
。

男
た
ち
、
食
べ
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、

男
１ 

「
恥
か
し
い
こ
と
だ
が
、
ま
た
意
地
汚
い
食
欲
が
出
始
め
た
」。

ク
ヌ
ー
ト
・
ハ
ム
ス
ン
の
「
飢
え
」
の
一
節
を
呟
く
。

男
２ 

「
や
が
て
、
そ
い
つ
は
内
部
か
ら
こ
み
上
げ
て
来
て
愈
々
猛
烈
に
な
っ
た
」。

男
３ 

「
そ
し
て
容
赦
な
く
僕
の
胸
を
噛
ん
だ
。
胸
の
中
に
は
人
知
れ
ぬ
不
思
議
な
働
き
が
行
は
れ
て
ゐ
た
」。

男
４ 

「
何
で
も
二
十
疋
ば
か
り
の
、
歯
を
も
っ
た
小
さ
な
虫
が
ゐ
て
、」

男
５ 

「
先
づ
一
方
に
頭
を
向
け
て
少
し
胸
の
内
側
を
噛
る
、」

男
６ 

「
す
る
と
次
に
は
向
き
を
か
へ
て
、
も
う
一
方
を
少
し
噛
る
」

男
７ 

「
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
は
、
又
始
め
る
。
音
も
立
て
ず
、
急
ぎ
も
し
な
い
で
、
穴
を
あ
け
て
行
く
」。

男
８ 

「
そ
し
て
そ
の
虫
共
が
這
ひ
ず
り
ま
は
っ
た
跡
に
は
、
皆
溝
が
堀
れ
て
ゐ
る
の
だ
っ
た
」。

男
た
ち
、
飢
え
を
語
り
な
が
ら
、
食
べ
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
去
っ
て
行
き
、
男
６
だ
け
が
残
る
。

男
６
、
唐
突
に
、
も
が
き
出
し
、
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男
６ 

「
僕
は
骨
を
一
本
、
貰
っ
た
。
そ
れ
は
何
の
味
も
し
な
か
っ
た
。
骨
か
ら
は
胸
の
わ
る
く
な
る
古
い
血
の

臭
気
が
し
た
。
僕
は
す
ぐ
嘔
吐
（
も
ど
）
し
た
が
、
懲
り
ず
に
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
。
そ
れ
を
堪
へ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
飢
ゑ
を
凌
ぐ
だ
け
の
効
果
は
あ
る
の
だ
。
た
だ
腹
の
中
に
落
着
か
せ
れ
ば
い
い
。

け
れ
ど
も
又
吐
い
た
」。

不
意
に
切
り
穴
の
蓋
が
バ
タ
ン
と
開
き
、
舞
台
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
上
半
身
裸
体
の
女
た
ち
が
ゆ
っ
く
り
と
現
わ
れ

る
。

女
た
ち
の
腰
か
ら
下
は
切
り
穴
に
隠
さ
れ
、
女
た
ち
は
、
飢
え
た
男
を
誘
う
茸
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
。

男
６
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、

男
６ 
「
僕
は
腹
を
立
て
て
、
烈
し
く
肉
に
噛
み
つ
き
、
少
し
ば
か
り
喰
い
切
っ
て
無
理
矢
理
に
飲
み
込
ん
で
み

た
」

女
１ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
け
れ
ど
も
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
と
て
駄
目
だ
っ
た
」。

女
２ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
肉
が
胃
の
中
で
温
ま
る
や
否
や
、
す
ぐ
又
嘔
吐
し
て
し
ま
っ
た
」。

女
３ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
僕
は
両
手
を
握
り
締
め
て
、
絶
望
に
泣
き
」。

女
４ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
憑
物
で
も
し
た
や
う
に
ば
り
ば
り
骨
を
噛
り
取
っ
た
」。

女
５ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
骨
が
涙
に
濡
れ
て
、
汚
れ
る
程
泣
い
た
」。

女
６ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
吐
い
た
、
呪
っ
た
、
歯
噛
み
を
し
た
」。
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女
７ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
胸
も
張
り
裂
け
る
程
泣
い
た
」。

女
８ 

食
べ
て
。

男
６ 

「
そ
し
て
大
き
な
声
で
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
呪
っ
た
」。

女
９ 

食
べ
て
。

男
６
、
も
が
き
な
が
ら
去
る
。

女
１ 

食
べ
て
（
指
を
く
わ
え
る
）。

女
２ 

食
べ
て
（
舌
を
舐
め
る
）。

女
３ 

食
べ
て
（
髪
を
か
き
乱
す
）。

女
４ 
食
べ
て
（
乳
房
を
か
か
え
る
）。

女
５ 
食
べ
て
（
指
で
唇
を
撫
で
る
）。

女
６ 
食
べ
て
（
首
を
振
る
）。

女
７ 

食
べ
て
（
笑
う
）。

女
８ 

食
べ
て
（
目
か
く
し
を
す
る
）。

女
９ 

食
べ
て
（
体
を
震
わ
せ
る
）。

女
た
ち
、
う
っ
と
り
と
、

女
１ 

私
を
食
べ
て
。

女
２ 

私
の
肉
を
食
べ
て
。

女
３ 

私
の
骨
を
食
べ
て
。

女
４ 

私
の
血
を
食
べ
て
。
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女
５ 

私
の
髪
を
食
べ
て
。

女
６ 

私
の
爪
を
食
べ
て
。

女
７ 

私
の
皮
膚
を
食
べ
て
。

女
８ 

食
べ
て
。

女
９ 

食
べ
て
。

女
た
ち
、
揺
れ
る
。

女
１ 

あ
ん
た
の
口
。

女
２ 
あ
ん
た
の
歯
。

女
３ 
あ
ん
た
の
舌
。

女
４ 
あ
ん
た
の
の
ど
。

女
５ 

あ
ん
た
の
食
道
。

女
６ 

あ
ん
た
の
胃
袋
。

女
７ 

あ
ん
た
の
小
腸
。

女
８ 

あ
ん
た
の
大
腸
。

女
９ 

あ
ん
た
の
十
二
指
腸
。

女
１ 

私
の
仮
の
、
す
み
か
。

女
２ 

あ
ん
た
は
、
か
じ
る
。

女
３ 

あ
ん
た
は
、
味
わ
う
。

女
４ 

あ
ん
た
は
、
飲
み
込
む
。

女
５ 

あ
ん
た
の
食
道
を
降
り
て
行
く
、
私
。

女
６ 

あ
ん
た
の
胃
袋
に
溜
ま
る
、
私
。

女
７ 

あ
ん
た
の
小
腸
に
こ
び
り
つ
く
、
私
。
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女
８ 

あ
ん
た
の
大
腸
に
動
か
さ
れ
る
、
私
。

女
９ 

あ
ん
た
の
十
二
指
腸
の
襞
の
、
私
。

女
１ 

そ
う
し
て
排
泄
さ
れ
る
、
私
。

女
２ 

そ
う
し
て
土
に
混
る
、
私
。

女
３ 

そ
う
し
て
肥
料
に
な
る
、
私
。

女
４ 

そ
う
し
て
食
べ
物
を
育
て
る
、
私
。

女
５ 

そ
う
し
て
食
べ
物
に
な
る
、
私
。

女
６ 

そ
う
し
て
食
べ
ら
れ
る
、
私
。

女
７ 

そ
う
し
て
食
べ
ら
れ
た
い
、
私
。

女
８ 

そ
う
し
て
く
り
か
え
さ
れ
る
、
私
。

女
９ 

そ
う
し
て
く
り
か
え
さ
れ
る
、
私
、

女
た
ち 
私
を
食
べ
て
。

女
た
ち
、
切
り
穴
に
入
っ
て
行
き
、
蓋
が
し
ま
る
。
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５

上
手
か
ら
男
１
が
、
下
手
か
ら
男
２
が
現
わ
れ
る
。

男
１ 

御
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

男
２ 

い
や
い
や
私
の
方
こ
そ
。

男
１・２
、
馬
鹿
丁
寧
に
挨
拶
し
、
間
。

男
１ 
ど
ち
ら
へ
、
お
出
か
け
に
？

男
２ 
え
え
、
ま
あ
、
ち
ょ
っ
と
。
あ
な
た
は
？

男
１ 
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
辺
に
、
ね
。

男
１・２
、
意
味
も
な
く
笑
い
合
い
、
間
。

男
１ 

最
近
、
御
研
究
の
方
は
？

男
２ 

ち
ょ
ぼ
ち
ょ
ぽ
と
、
や
っ
て
お
り
ま
す
。

男
１ 

確
か
、
で
ん
で
ん
虫
の
性
生
活
に
つ
い
て
、
で
し
た
ね
。

男
２
、
急
に
勢
い
こ
ん
で
、

男
２ 

そ
う
で
す
。
で
ん
で
ん
虫
、
ま
た
は
マ
イ
マ
イ
ツ
ブ
ロ
、
い
わ
ゆ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
で
す
。
既
に
マ
ル
チ

ネ
ン
ゴ
伯
爵
夫
人
に
よ
っ
て
、『
デ
デ
ム
シ
出
い
出
い
』
と
い
う
歌
が
、
世
界
各
国
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ス
カ
ナ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
支
那
の
子
供
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た
ち
に
歌
わ
れ
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
、
あ
の
、
デ
デ
ム
シ
で
す
よ
。

男
１ 

デ
デ
ム
シ
出
い
、
出
い
で
す
か
？

男
２ 

デ
デ
ム
シ
出
い
出
い
、
で
す
。

男
１ 

私
は
、
子
供
の
頃
、
で
ん
で
ん
ム
シ
ム
シ
、
か
た
つ
む
り
、
と
歌
い
ま
し
た
。

男
１
、
歌
う
。

男
１ 

で
ん
で
ん
、
ム
シ
ム
シ
、
か
た
つ
む
り

お
ま
え
の
頭
は
、
ど
こ
に
あ
る

角
出
せ
、
槍
出
せ
、
頭
、
出
せ

男
２ 

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
、
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

男
２
、
咳
払
い
す
る
と
、
早
口
で
熱
っ
ぽ
く
、

男
２ 

例
え
ば
広
島
県
印
南
郡
で
は
「
で
ん
で
ん
虫
出
や
れ
、
出
な
、
尻
に
ヤ
イ
ト
す
よ
」
と
い
う
歌
が
あ
り
、

和
歌
山
県
で
は
、
田
辺
附
近
に
「
で
ん
で
ん
虫
虫
、
出
に
ゃ
、
尻
つ
め
ろ
」
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
で
は
「
で

ん
で
ん
で
ん
の
虫
、
出
ん
と
、
尻
、
打
っ
切
る
ぞ
」。
伊
勢
は
「
で
ん
で
こ
な
い
、
出
や
っ
せ
、
太
鼓
の

ぶ
ち
と
替
へ
て
や
ろ
」
で
す
。
能
登
は
、「
で
ん
で
ん
が
ら
ぼ
、
ち
ゃ
っ
と
出
て
見
さ
れ
、
わ
が
う
ち
ゃ
、

焼
け
る
」
か
、ま
た
は
「
つ
の
ら
い
も
う
ら
い
、角
を
出
さ
ね
ば
、か
っ
つ
ぶ
す
」
で
し
ょ
う
。
更
に
ま
た
、

信
州
で
は
、「
だ
い
ろ
だ
い
ろ
、
角
出
せ
、
だ
い
ろ
だ
い
ろ
」
も
し
く
は
「
だ
い
ろ
だ
い
ろ
、
を
出
せ
、
角
、

出
さ
な
け
り
ゃ
、
向
う
の
山
へ
も
っ
て
行
っ
て
、
首
ち
ょ
ん
ぎ
る
ぞ
」、
甲
府
で
は
、「
だ
い
ろ
だ
い
ろ
、
角
、

出
せ
、
角
を
出
さ
ぬ
と
代
官
様
に
言
う
ぞ
」、
新
潟
で
は
、「
だ
い
ろ
う
だ
い
ろ
う
、
角
を
出
せ
、
お
ぬ

し
が
出
せ
ば
、
俺
も
出
す
」
と
な
り
ま
す
。
青
森
県
で
は
、「
つ
の
だ
し
つ
の
だ
し
、
角
を
出
さ
ね
ば
、
家
、

ぶ
っ
こ
わ
す
」
が
普
通
で
す
。
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男
１
、男
２
の
長
広
舌
の
間
、貧
乏
ゆ
す
り
を
し
て
い
る
が
、次
第
に
そ
れ
が
激
し
く
な
る
。
男
２
は
、話
の
途
中
か
ら
、

貧
乏
ゆ
す
り
が
う
つ
っ
て
く
る
。
二
人
、
地
震
の
さ
な
か
に
話
し
こ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

男
１
、
男
２
の
話
が
終
る
と
、
ピ
タ
ッ
と
貧
乏
ゆ
す
り
を
止
め
、

男
１ 

さ
す
が
で
す
な
あ
。

男
２ 

い
や
、
そ
れ
程
で
も
。

男
１ 

御
謙
遜
を
。

男
２ 

私
、
時
間
が
余
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。

男
１ 
ま
っ
た
く
、
正
し
い
法
律
で
す
。

男
２ 
人
類
誕
生
以
来
、
最
も
す
ぐ
れ
た
法
律
で
し
ょ
う
。

男
１ 
食
べ
る
こ
と
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
実
に
も
っ
て
す
が
す
が
し
い
。

男
２ 

こ
っ
ち
の
国
で
は
、
食
料
事
情
が
悪
く
て
、
飢
え
死
に
、
こ
っ
ち
の
国
で
は
、
食
料
が
余
っ
て
捨
て
た
り
、

つ
ぶ
し
た
り
。

男
１ 

そ
ん
な
不
平
等
も
な
く
な
っ
て
、
万
万
才
。

男
２ 

お
ま
け
に
時
間
が
ふ
え
て
、
研
究
が
で
き
る
。

二
人
、
笑
う
。
間
。

男
２ 

と
こ
ろ
で
、
そ
ち
ら
は
？

男
１ 

私
は
タ
コ
で
す
。

男
２ 

タ
・
コ
？

男
１ 

え
え
。

男
２ 

タ
コ
と
い
う
と
、
あ
の
足
の
十
本
あ
る
…
…
？
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男
１ 

タ
コ
は
八
本
で
す
。
十
本
は
イ
カ
で
す
。

絶
叫
し
、
貧
乏
ゆ
す
り
す
る
。

男
２
、
貧
乏
ゆ
す
り
が
う
つ
る
。

男
１ 

私
が
愛
し
て
い
る
の
は
、タ
コ
で
す
。
タ
コ
…
…
、頭
足
類
二
鰓
亜
綱
八
腕
目
の
軟
体
動
物
。
体
は
頭
、癌
、

胴
の
三
部
分
か
ら
成
る
。
腕
は
八
本
で
口
の
ま
わ
り
に
生
え
、
各
腕
に
は
吸
盤
が
あ
る
。
頭
の
両
側
に

眼
が
あ
り
、
腹
側
に
水
を
噴
き
だ
す
漏
斗
が
あ
る
。
墨
汁
嚢
を
持
ち
、
水
中
に
煙
幕
の
よ
う
に
拡
が
る

墨
を
噴
い
て
敵
か
ら
逃
げ
る
。
全
体
は
紫
褐
色
ま
た
は
灰
色
の
も
の
が
多
く
、
煮
る
と
赤
く
な
る
。

男
１
、
う
っ
と
り
と
話
す
。

男
２
は
、
身
ぶ
り
で
タ
コ
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

男
１ 
私
は
、
タ
コ
を
飼
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
名
前
は
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
と
言
い
ま
す
。
ま
だ
、
ほ
ん
の
子

供
で
す
が
ね
、
可
愛
い
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
八
本
の
腕
を
私
に
巻
き
つ
け
て
甘
え
る
ん
で
す
。

男
２ 

（
負
け
じ
と
）
私
は
、
で
ん
で
ん
虫
で
す
よ
。
一
ダ
ー
ス
の
で
ん
で
ん
虫
が
体
の
上
を
這
う
快
感
。

男
１ 

タ
コ
の
吸
盤
に
せ
っ
ぷ
ん
す
る
興
奮
を
、
あ
ん
た
知
ら
ん
で
し
ょ
う
。

男
２ 

で
ん
で
ん
虫
が
這
っ
た
あ
と
に
は
、
銀
色
の
ね
っ
と
り
し
た
道
が
の
こ
る
ん
で
す
。
う
ー
、
た
ま
ら
ん
。

男
１・２
、
口
々
言
い
つ
の
る
。

男
７
が
、
こ
っ
そ
り
現
わ
れ
る
と
、

男
７ 

ち
ょ
っ
と
お
客
さ
ん
。

男
２ 

で
ん
で
ん
虫
。
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男
７ 

ち
ょ
っ
と
。

男
１ 

タ
コ
。

男
７ 

あ
る
ん
で
す
よ
。
で
ん
で
ん
虫
も
タ
コ
も
あ
る
ん
で
す
。
っ
て
言
う
よ
り
今
日
は
タ
コ
と
で
ん
で
ん
虫
っ

き
ゃ
な
い
ん
で
す
が
ね
。
ど
う
で
す
？

男
１・２
、
訳
が
わ
か
ら
ず
、

男
１ 

ど
う
っ
て
、
何
が
？

男
７ 

で
ん
で
ん
虫
で
す
よ
、
タ
コ
で
す
。
来
ま
せ
ん
か
？

男
２ 
そ
り
ゃ
あ
私
は
、
で
ん
で
ん
虫
が
好
き
だ
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
見
も
知
ら
ぬ
人
の
家
に
行
っ
て
、
そ

の
人
が
飼
っ
て
る
で
ん
で
ん
虫
に
惚
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、ど
う
す
る
？　

み
じ
め
だ
。
余
り
に
み
じ
め
だ
。

男
１ 
そ
れ
に
で
す
よ
、私
に
は
も
う
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
が
い
る
ん
で
す
。
八
本
の
腕
に
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
タ
コ
。

私
に
は
、
彼
女
を
裏
切
る
な
ん
て
こ
と
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

男
７ 

（
ボ
ソ
ッ
と
）
う
ま
い
で
す
よ
。

男
１・２
、
硬
直
す
る
。

男
７ 

で
ん
で
ん
虫
、
つ
ま
り
エ
ス
カ
ル
ゴ
。
こ
れ
は
も
う
、
に
ん
に
く
バ
タ
ー
で
、
じ
っ
く
り
焼
き
ま
す
。
フ

ツ
フ
ツ
と
煮
え
た
エ
ス
カ
ル
ゴ
の
肉
を
、
こ
ん
が
り
焼
い
た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
乗
せ
て
…
…
、
よ
だ
れ
だ
。

男
２
、
う
つ
ろ
な
眼
に
な
り
、
ポ
カ
ン
と
口
を
開
け
る
。

男
７ 

タ
コ
、こ
い
つ
は
お
好
み
次
第
だ
。
刺
身
で
よ
し
、酢
の
物
で
よ
し
、ゆ
っ
た
り
と
煮
て
、お
で
ん
、バ
タ
ー

イ
タ
メ
で
、
粒
こ
し
ょ
う
を
パ
ラ
パ
ラ
と
ふ
る
か
、
オ
リ
ー
ブ
油
に
ま
ぶ
し
て
マ
リ
ネ
も
い
い
。
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男
１
、
う
つ
ろ
な
眼
に
な
り
、
ポ
カ
ン
と
口
を
開
け
る
。

男
７ 

（
男
２
に
）
で
ん
で
ん
虫
で
す
よ
（
囁
く
）。

男
１ 

あ
あ
…
…
。

男
７ 

（
男
１
に
）
タ
コ
で
す
よ
（
囁
く
）。

男
２ 

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
…
…
。

男
７ 

（
男
２
に
）
で
ん
で
ん
虫
が
一
ダ
ー
ス
。

男
２ 

に
ん
に
く
バ
タ
ー
。

男
７ 

（
男
１
に
）
タ
コ
が
一
匹
。

男
１ 

刺
身
。

男
７ 
今
日
の
特
別
料
理
で
す
よ
。
つ
い
て
き
て
下
さ
い
。

先
に
立
っ
て
歩
き
出
す
。

男
１・２
、
フ
ラ
フ
ラ
と
つ
い
て
行
く
。

舞
台
、
無
人
と
な
る
。
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６

女
８
と
女
９
が
テ
ー
ブ
ル
を
押
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
あ
と
か
ら
、
女
７
が
椅
子
を
二
つ
持
っ
て
つ
い
て
く
る
。

女
７
、
椅
子
を
置
く
と
去
り
、
女
８
と
９
は
椅
子
に
座
り
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
新
聞
と
本
を
読
み
は
じ
め
る
。

女
た
ち
の
動
き
は
、
ひ
ど
く
ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
、
時
間
が
今
に
も
と
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

女
７
が
去
る
と
、
不
意
に
女
８
が
哄
笑
す
る
。

女
９ 

ど
う
し
た
の
？

女
８
、
新
聞
記
事
を
音
読
す
る
。

女
８ 
保
健
所
の
発
表
に
よ
る
と
、
一
昨
日
の
深
夜
、
会
社
員
山
田
一
郎
と
田
中
政
夫
は
、
で
ん
で
ん
虫
と
タ

コ
を
食
べ
て
死
亡
。
で
ん
で
ん
虫
と
タ
コ
を
食
べ
さ
せ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
摘
発
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

従
業
員
中
村
太
郎
の
自
供
に
よ
る
と
、
で
ん
で
ん
虫
は
田
中
政
夫
の
家
か
ら
、
タ
コ
は
山
田
一
郎
の
家

か
ら
盗
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
田
中
と
山
田
は
、
可
愛
い
が
っ
て
い
た
で
ん
で
ん
虫
と
タ
コ
を
、
そ

う
と
は
知
ら
ず
に
食
べ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
急
死
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
村
は
、「
あ
の
二
人
が
、
で
ん

で
ん
虫
と
タ
コ
の
飼
い
主
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
悪
い
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
す
ね
」
と
反
省

し
て
い
る
。

女
９ 

情
け
な
い
喜
劇
ね
。
笑
う
の
も
く
た
び
れ
る
わ
。

女
７
が
、
ス
ー
プ
皿
の
乗
っ
た
盆
を
持
っ
て
現
わ
れ
、
皿
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
く
。

女
７ 

御
食
事
が
出
来
ま
し
た
。

女
８ 

今
日
は
何
？
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女
７ 

ま
ず
コ
ン
ソ
メ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

女
７
、一
礼
し
て
去
る
。

女
８
・
９ 

い
た
だ
き
ま
す
。

ス
プ
ー
ン
を
口
に
運
ぶ
が
皿
の
中
は
、
か
ら
っ
ぽ
で
あ
る
、

女
８・９
無
言
で
食
べ
る
。
食
べ
つ
づ
け
る
。

や
が
て
、
女
８
、
ス
プ
ー
ン
を
お
く
と
、

女
８ 

ま
あ
、
こ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
う
ね
。

女
９ 
そ
う
ね
。

女
７
、
か
ら
っ
ぽ
の
皿
を
持
っ
て
現
わ
れ
る
と
、
置
く
。

女
９ 

な
に
？

女
７ 

エ
ク
ル
ヴ
ィ
ス
の
サ
ラ
ダ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

女
８
と
９
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
握
り
し
め
、
食
べ
る
。

女
７ 

エ
ク
ル
ヴ
ィ
ス
は
霞
ヶ
浦
で
養
殖
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
使
い
ま
し
た
。
買
っ
て
き
て
か
ら

三
日
の
間
、
水
道
の
水
を
流
し
っ
放
し
に
し
て
泥
臭
さ
を
抜
き
ま
す
。
そ
う
し
て
、
使
う
前
に
は
必
ず

背
ワ
タ
を
取
り
ま
す
。
尻
尾
が
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
真
中
の
部
分
を
ひ
ね
り
な
が
ら
引
っ

張
り
ま
す
と
背
ワ
タ
が
つ
い
て
き
ま
す
。
こ
う
し
て
背
ワ
タ
を
取
っ
た
エ
ク
ル
ヴ
ィ
ス
は
、
一
。
三
、四
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分
ボ
イ
ル
し
た
上
で
。
二
。
頭
を
む
し
り
と
り
。
三
。
甲
羅
の
一
番
上
の
一
ト
節
を
外
し
て
。
四
。
尻

の
と
こ
ろ
を
押
す
と
。
五
。
中
身
が
出
て
く
る
の
で
。
六
。
そ
れ
を
使
用
し
ま
す
。

女
８
と
９
、
食
べ
終
る
。

女
８ 

ご
ち
そ
う
さ
ま
。

女
９ 

次
は
？

女
７
、
皿
を
取
り
上
げ
る
と
、
又
、
置
き
、

女
７ 
鹿
の
肉
の
ス
テ
ー
キ
で
ご
さ
い
ま
す
。

女
８・９
、
食
べ
は
じ
め
る
。

女
７ 

一
ト
晩
、
赤
葡
萄
酒
と
玉
葱
、
人
参
を
ま
ぜ
た
も
の
に
漬
け
込
ん
で
か
ら
焼
き
ま
し
た
。

女
８ 

苦
労
の
味
が
し
て
、
と
て
も
結
構
よ
。

女
７ 

ソ
ー
ス
の
中
の
コ
ロ
コ
ロ
し
た
小
さ
な
果
実
、
こ
れ
は
ス
グ
リ
で
す
。

女
９ 

こ
れ
ね
。

フ
ォ
ー
ク
を
突
き
出
し
て
か
ら
、
食
べ
る
。

女
７ 

そ
れ
か
ら
、
つ
け
あ
わ
せ
の
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
に
は
芋
セ
ロ
リ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
い
ま
し
た
。

女
８
と
９
、一
心
不
乱
に
食
べ
る
。
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女
７
、
次
第
に
早
口
で
、

女
７ 

次
は
平
目
の
蒸
煮
、
シ
ャ
ン
パ
ン
ソ
ー
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
平
目
を
シ
ャ
ン
パ
ン
で
煮
て
、
そ
の

煮
汁
で
ソ
ー
ス
を
作
り
、
そ
の
ソ
ー
ス
を
平
目
に
か
け
て
食
べ
よ
う
と
い
う
の
が
大
体
の
方
針
で
あ
り

ま
す
。
ま
ず
平
目
を
五
枚
に
お
ろ
し
、
頭
と
骨
を
適
当
に
ぶ
っ
た
切
っ
て
、
玉
葱
の
薄
切
り
と
シ
ャ
ン

ピ
ニ
オ
ン
の
軸
と
一
緒
に
バ
タ
ー
で
い
た
め
ま
す
。
次
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を
抜
き
ま
す
。
今
日
は
八
五
〇
〇

円
の
、
ラ
ン
ソ
ン
の
、
ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
、
赤
ラ
ベ
ル
を
使
い
ま
し
た
。
八
五
〇
〇
円
の
、
ラ
ン
ソ
ン
の
、

ブ
リ
ュ
ッ
ト
の
、
赤
ラ
ベ
ル
を
ダ
シ
の
中
に
ド
ク
ド
ク
と
入
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
パ
セ
リ
一
束
の
茎
を

引
き
ち
ぎ
っ
て
、
そ
の
茎
を
大
胆
に
入
れ
ま
す
。
次
に
ロ
ー
リ
エ
を
少
し
、
タ
イ
ム
を
少
し
、
そ
こ
へ

ひ
た
ひ
た
の
水
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
煮
つ
め
、
シ
ャ
ン
パ
ン･

ソ
ー
ス
の
で
き
上
り
、
と
い
う
訳
で
す
。

女
８
と
９
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
置
き
、
満
足
の
溜
息
。

女
８
・
９ 
ご
ち
そ
う
さ
ま
。

女
７ 

私
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
よ
。

女
８・９
、
い
き
な
り
立
上
る
と
、

女
８
・
９ 

は
い
奥
様
。

女
７ 

コ
ン
ソ
メ
・
ス
ー
プ
に
エ
ク
ル
ヴ
ィ
ス
の
サ
ラ
ダ
、
鹿
の
肉
の
ス
テ
ー
キ
に
平
目
の
蒸
煮
シ
ャ
ン
パ
ン

ソ
ー
ス
だ
も
の
。

女
８
・
９ 

は
い
、
奥
様
。

女
７
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
、
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女
７ 

肩
を
揉
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
。
食
べ
す
ぎ
て
疲
れ
た
わ
。

女
８ 

は
い
、
奥
様
。

女
７ 

そ
れ
か
ら
、
あ
ん
た
は
、
き
の
う
の
つ
づ
き
を
読
ん
で
ち
ょ
う
だ
い
。

女
９ 

は
い
、
奥
様
。

女
８
は
、
肩
を
揉
み
、
女
９
は
、
本
を
読
み
は
じ
め
る
。

女
９ 

「
一
本
の
木
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
野
原
。
垣
根
に
そ
っ
て
、
紫
色
の
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
る
。
マ
リ
ー
が
裸
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。
真
っ
白
い
肉
体
の
上
に
黒
い
三
角
形
が
浮
か
び
上
っ
て
い

る
。
わ
ず
か
に
開
い
て
い
る
太
腿
の
間
に
け
む
る
黒
い
繁
み
。
少
し
肌
寒
い
。
マ
リ
ー
は
い
か
に
も
楽

し
そ
う
に
笑
い
、
そ
の
笑
い
声
が
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
耳
の
な
か
で
木
霊
と
な
っ
て
反
響
す
る
。
手
が
マ
リ
ー

の
ふ
く
よ
か
な
腹
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
く
。
そ
の
手
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
手
だ
。
生
気
み
な
ぎ
る
温
か

い
肉
体
の
上
に
、
手
は
と
ま
る
。
た
だ
、
た
だ
、
静
謐
…
…
。
ピ
エ
ー
ル
・
ク
リ
ス
タ
ン
」。

女
７
、
う
っ
と
り
と
聞
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、

女
７ 

あ
あ
、
い
い
わ
ね
。
と
て
も
い
い
わ
。
言
葉
の
セ
ッ
ク
ス
、
言
葉
の
食
事
、
満
足
よ
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
。

女
８
・
９ 

は
い
、
奥
様
。

間
。

そ
し
て
、
女
た
ち
、
は
じ
け
る
よ
う
に
笑
い
出
し
、

女
７ 

や
っ
た
ね
。
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女
８ 

最
高
。

女
９ 

明
日
は
、
あ
た
し
が
奥
様
だ
か
ら
ね
。

女
７ 

明
日
に
そ
な
え
て
今
日
も
寝
よ
う
。

女
８
・
９ 

は
い
、
奥
様
。

三
人
、
笑
い
な
が
ら
、
馳
け
去
っ
て
行
く
。
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７

女
４・６
が
臨
月
間
近
い
妊
婦
の
よ
う
な
腹
を
な
で
さ
す
り
な
が
ら
現
わ
れ
る
と
、
椅

子
に
座
り
、
ふ
う
っ
と
溜
息
を
つ
く
。

女
４ 

だ
め
だ
め
だ
め
、
動
い
て
い
る
、
動
い
て
い
る
、
動
い
て
い
る
、
お
な
か
が
、
お
な
か
が
、
お
な
か
が
、

な
ん
で
こ
ん
な
に
苦
し
め
る
の
？　

愛
し
て
い
る
、
愛
し
て
い
る
の
よ
、
さ
あ
、
も
っ
と
愛
し
て
あ
げ

る
か
ら
、
も
っ
と
、
も
っ
と
、
も
っ
と
。

女
４
、
し
き
り
と
腹
を
撫
で
ま
わ
す
。

女
６ 
な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
な
ぜ
、
壊
れ
る
、
壊
れ
る
、
壊
れ
る
、
お
ま
え
は
愛
し
て
い
な
い
の
ね
、
あ
た
し
を
愛

し
て
な
い
の
ね
、
こ
ん
な
に
待
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
な
の
に
そ
れ
な
の
に
そ
れ
な
の
に
、
出
て
き
て

お
く
れ
、
お
願
い
。

女
６
、
し
き
り
と
腹
を
撫
で
ま
わ
す
。

女
４・６
、
身
も
だ
え
る
よ
う
に
体
を
ゆ
す
っ
て
、

女
４
・
６ 

お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
、
も
う
す
ぐ
出
て
く
る
、
も
う
す
ぐ
、
き
っ
と
可
愛
い
い
、

可
愛
い
い
、
可
愛
い
い
、
可
愛
い
い
、
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
苦
し
め
る
の
？

　

出
て
お
い
で
早
く
、
早
く
、
早
く
、
早
く
、
待
っ
て
い
る
の
よ
。
待
っ
て
い
る
の
。

女
４
、
不
意
に
醒
め
て
、
舌
打
ち
し
、
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女
４ 

ま
だ
、
だ
わ
。

女
６
、
誘
わ
れ
て
醒
め
、
あ
く
び
し
、

女
６ 

腹
が
立
つ
。

女
４ 

ね
ぇ
。

女
６ 

な
に
？

女
４ 

あ
ん
た
、
産
ん
だ
ら
、
ど
う
す
る
？

女
６ 

ま
た
、
作
る
わ
よ
。

女
４ 

元
気
ね
ぇ
。

女
６ 

だ
っ
て
幸
福
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

女
４ 
幸
福
？
（
肩
を
す
く
め
る
）

女
６ 
馬
鹿
に
し
た
わ
け
ね
。

女
４ 
幸
福
な
ん
て
、
世
の
中
が
変
っ
て
か
ら
、
文
字
通
り
血
を
吸
い
つ
く
さ
れ
た
言
葉
じ
ゃ
な
い
の
。
食
え

な
く
な
っ
て
か
ら
っ
て
も
の
、
言
葉
の
世
界
を
襲
撃
し
た
意
味
論
的
大
出
血
の
た
め
に
貧
血
状
態
に
お

ち
い
っ
た
言
葉
だ
わ
。

女
６ 

じ
ゃ
あ
あ
ん
た
は
幸
福
じ
ゃ
な
か
っ
た
訳
？　

幸
福
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
言
い
き
れ
る
訳
？　

自
作
自
演

の
、
こ
の
大
ド
ラ
マ
を
よ
。

女
４ 

楽
し
ん
で
き
た
の
よ
。

女
６ 

つ
ま
り
は
幸
福
だ
っ
た
の
よ
。
似
た
よ
う
な
も
ん
だ
わ
。

女
４ 

楽
し
み
な
ん
だ
と
言
わ
せ
て
よ
。

女
６ 

御
勝
手
に
。

女
４ 

私
、
三
十
よ
。

女
６ 

だ
か
ら
？
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女
４ 

あ
ん
た
、
二
十
五
よ
。

女
６ 

だ
か
ら
？

女
４ 

二
十
五
で
言
え
る
言
葉
が
三
十
で
は
言
え
な
い
の
が
人
生
の
現
実
よ
。
楽
し
み
と
言
い
き
る
の
が
い
き

が
り
よ
、
三
十
の
。

女
６ 

ご
自
由
に
。

女
４ 

ガ
キ
。

女
６ 

年
増
。

女
４・６
、
睨
み
合
う
が
、

女
６ 
や
め
よ
う
よ
。

女
４ 
そ
う
ね
。

女
６ 

（
突
然
）
母
体
に
宿
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
一
〇
ヵ
月
の
間
に
、
見
事
に
人
間
と
し
て
の
生
命
の
発
育
を
と
げ

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
一
人
の
力
だ
け
で
発
育
す
る
の
で
は
な
く
、
母
体
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
お
母
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
や
病
気
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

日
常
の
す
ご
し
方
、
心
の
も
ち
方
、
性
生
活
、
そ
の
他
く
ら
し
の
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
、
心
を
新
た

に
し
て
、
や
が
て
訪
れ
る
出
産
の
日
に
そ
な
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

女
４ 

台
所
の
仕
事
で
は
、
ま
ず
流
し
台
の
高
さ
を
適
当
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
家
庭
の
流
し
台

は
高
す
ぎ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
低
い
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
流
し
台
が
低
す
ぎ
て
、
前
か
が
み
の
姿

勢
で
炊
事
を
す
る
と
、
疲
れ
や
す
く
、
母
胎
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
流
し
台
に
向
か
う
姿
勢
と
し
て
は
、

両
足
を
揃
え
て
正
面
か
ら
向
か
う
よ
り
、
片
方
の
足
を
少
し
前
に
出
し
て
、
や
や
半
身
に
構
え
た
方
が

楽
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

女
６ 

ふ
つ
う
の
場
合
で
も
栄
養
を
と
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
妊
娠
す
る
と
か
ら
だ
に
色
々
な
変
化

が
起
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合
っ
た
栄
養
補
給
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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女
４ 

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
自
分
自
身
と
赤
ち
ゃ
ん
の
二
人
分
の
栄
養
を
と
ら
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

女
６ 

さ
ら
に
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母
親
を
通
し
て
と
っ
た
栄
養
分
の
不
要
物
を
母
親
に
返
し
て
い
ま
す
の
で
、

女
４ 

母
親
の
か
ら
だ
で
は
、
ふ
つ
う
の
と
き
に
営
ま
れ
て
い
た
新
陳
代
謝
の
ほ
か
に
、
赤
ち
ゃ
ん

の
代
謝
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
分
の
特
殊
な
栄
養
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

女
６ 

た
ん
白
質
は
、
血
や
肉
な
ど
、
か
ら
だ
全
体
の
組
織
を
つ
く
る
の
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
栄
養
素

で
す
。

女
４ 

ふ
つ
う
の
場
合
の
、
二
十
代
三
十
代
の
女
性
の
た
ん
ぱ
く
質
の
必
要
量
は
一
日
六
〇
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
妊
娠
す
る
と
八
〇
グ
ラ
ム
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

女
６ 

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
は
胎
児
や
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
格
や
歯
を
つ
く
る
う
え
で
、
絶
対
に
必
要
な
成
分
で
す
。

女
４ 

妊
娠
し
て
い
な
い
女
性
の
、
〇
・
六
グ
ラ
ム
よ
り
も
六
〇
％
〜
七
〇
％
多
い
、
一
・
〇
グ
ラ
ム
は
と
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

女
６ 
鉄
分
は
、
赤
血
球
の
中
の
血
色
素
を
つ
く
る
の
に
大
切
な
成
分
で
す
。

女
４ 
と
く
に
妊
娠
後
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
沢
山
の
鉄
分
を
欲
し
が
っ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
の
十
五
ミ

リ
グ
ラ
ム
よ
り
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
ふ
や
し
、
二
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

女
６ 

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
不
足
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
疾
患
や
視
力
障
害
、
抵
抗
力
の
低
下
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

ふ
だ
ん
の
二
〇
〇
〇
Ｉ
・u

よ
り
も
多
く
、
妊
娠
前
期
に
二
二
〇
〇
Ｉ
・u

、
後
期
に
二
四
〇
〇
Ｉ
・u

が
必
要
で
す
。

女
４ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
不
足
は
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ふ
つ
う
は
一
ミ
リ
グ
ラ
ム

程
度
で
い
い
の
で
す
が
、
妊
娠
中
は
一
・
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
ふ
や
し
ま
す
。

間
。

そ
し
て
女
４・６
、「
ア
ッ
」
と
呻
く
と
、
体
を
震
わ
せ
る
。
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女
４ 

そ
う
ね
、
こ
れ
ね
。

女
６ 

そ
う
よ
、
こ
れ
よ
。

女
４ 

痛
み
、
ね
。

女
６ 

痛
み
、
よ
。

女
４ 

痛
い
…
…
わ
ね
。

女
６ 

痛
い
…
…
わ
よ
。

間
。

そ
れ
か
ら
女
４・６
、
次
第
に
痙
攣
し
、

女
４
・
６ 
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
、
出
て
行
く
、
ち
ぎ
れ
る
、
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ
お
ぎ
ゃ
あ

お
ぎ
ゃ
あ
、
あ
た
し
に
宿
っ
た
、
い
と
し
い
子
、
あ
た
し
は
あ
ん
た
を
愛
し
て
い
る
の
よ
。
だ
か
ら
、

あ
ん
た
は
あ
た
し
を
愛
し
て
頂
戴
。
い
と
し
い
子
、
い
と
し
い
子
、
い
と
し
い
子
、
い
と
し
い
子
。

突
然
、
産
声
が
空
間
を
満
た
す
。

女
４・６
、
衣
装
の
腹
部
か
ら
、
ボ
ロ
布
に
包
ま
れ
た
セ
ル
ロ
イ
ド
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
を
と
り
出
す
。

キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
は
蛍
光
塗
料
を
塗
ら
れ
て
発
光
し
て
い
る
。

女
４・６
、
人
形
を
撫
で
さ
す
る
。

音
楽
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。
永
六
輔
作
詞
・
中
村
八
大
作
曲
の
「
こ
ん
に
ち
は
、
赤
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
。

女
４・６
、
い
き
な
り
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
に
か
ぶ
り
つ
く
、
食
べ
る
。

と
、
切
り
穴
が
開
い
て
、
男
４
が
、
び
っ
く
り
箱
の
ピ
エ
ロ
の
よ
う
に
上
半
身
を
の
ぞ
か
せ
、

男
４ 

ち
ゃ
ん
と
育
て
ら
れ
た
健
康
な
子
供
は
、
一
歳
の
と
き
が
、
極
め
て
美
味
で
滋
養
に
と
み
、
上
等
な
食

べ
物
で
、
シ
チ
ュ
ー
に
よ
く
、
焙
っ
て
よ
く
、
焼
い
て
よ
く
、
煮
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
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男
４
が
引
っ
込
む
と
、
男
３
が
別
の
切
り
穴
か
ら
現
わ
れ
、

男
３ 

我
が
国
で
は
、
一
年
に
十
二
万
の
赤
児
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
そ
の
内
の
二
万
人
を
繁
殖
に
残
す
。

男
の
子
供
は
二
万
人
中
、
四
分
の
一
の
五
千
人
で
い
い
。
こ
れ
で
も
、
羊
、
黒
牛
、
豚
の
場
合
よ
り
、

率
が
い
い
。

男
４
引
っ
込
む
と
、
男
５
が
ま
た
別
の
切
り
穴
か
ら
現
わ
れ
る
。

男
５ 

と
い
う
わ
け
は
、
こ
れ
ら
の
子
供
は
、
結
婚
の
所
産
で
あ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
わ

が
未
開
人
に
と
っ
て
は
結
婚
な
ん
ぞ
少
し
も
重
要
視
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
か
ら
、
男
一
人
で
女
四
人

を
充
分
相
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

男
５
引
っ
込
む
と
、
男
１
が
別
の
切
り
穴
か
ら
現
わ
れ
る
。

男
１ 

母
親
に
は
、
た
っ
ぷ
り
と
乳
を
飲
ま
せ
て
、
子
供
が
立
派
な
献
立
に
向
く
よ
う
、
丸
々
と
肥
ら
せ
る
。

友
人
に
御
馳
走
す
る
と
き
は
、
子
供
一
人
で
二
品
で
き
る
。
家
族
だ
け
の
食
事
で
あ
れ
ば
、
頭
や
尻
の

四
分
の
一
だ
け
で
、
か
な
り
の
料
理
に
な
る
。
少
量
の
胡
椒
か
塩
で
味
つ
け
し
、
四
日
目
に
茹
で
る
と
、

お
お
い
に
よ
ろ
し
い
。
冬
は
、
や
は
り
鍋
料
理
が
い
い
だ
ろ
う
。

男
１
引
っ
込
む
と
、
男
３
が
現
わ
れ
る
。

男
３ 

子
供
の
肉
は
一
年
中
が
、
し
ゅ
ん
で
あ
る
が
三
月
と
そ
の
前
後
が
比
較
的
多
い
。
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男
３
引
っ
込
む
と
、
男
４
が
現
わ
れ
る
。

男
４ 

検
約
家
は
、
赤
児
の
死
体
の
皮
を
剥
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
皮
を
加
工
す
る
と
、
見
事
な
紳
士
用
皮
靴

が
で
き
あ
が
る
。

男
４
引
っ
込
む
と
、
男
５
が
現
わ
れ
る
。

男
５ 

子
供
は
生
き
て
い
る
の
を
買
い
、
殺
し
た
て
を
料
理
す
る
の
が
一
番
で
あ
る
。

男
５
引
っ
込
む
と
、
男
１
が
現
わ
れ
る
。

男
１ 
何
よ
り
も
ま
ず
、
子
供
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
と
判
断
に

お
ま
か
せ
し
た
い
。

女
４・６
は
、
切
り
穴
の
男
た
ち
が
話
し
て
い
る
間
に
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
を
食
べ
な

が
ら
去
り
、
男
１
は
切
り
穴
に
引
っ
込
ん
で
行
く
。
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８

女
１
が
乗
っ
た
車
椅
子
を
押
し
て
男
２
が
現
わ
れ
る
。

女
１ 

あ
な
た
は
誰
？

男
２ 

無
数
の
も
の
だ
。

女
１ 

あ
な
た
は
何
な
の
？

男
２ 

退
屈
な
質
間
だ
。

女
１ 

あ
な
た
の
名
前
は
？

男
２ 

混
沌
だ
。

女
１ 

あ
な
た
は
何
な
の
？

男
２ 
く
た
ば
り
や
が
れ
。

女
１ 
あ
な
た
は
誰
？

男
２ 
い
る
者
だ
。

女
１ 

あ
な
た
は
何
な
の
？

男
２ 

俺
は
グ
ラ
ス
ヤ
ラ
ボ
ス
だ
。
そ
れ
が
俺
の
名
前
だ
。
犬
の
歯
を
し
た
、
翼
を
持
っ
た
男
だ
。
俺
は
口
か

ら
泡
を
吹
く
。
永
遠
に
口
か
ら
泡
を
吹
く
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
男
だ
。

女
１ 

そ
う
ね
、
そ
う
言
っ
た
わ
。

男
２ 

（
う
ん
ざ
り
し
て
）
象
の
鼻
が
、
そ
う
言
っ
た
ん
だ
ね
。

女
１ 

え
え
、
兄
さ
ん
。
あ
の
人
は
言
っ
た
の
よ
。
ど
こ
か
暗
い
と
こ
ろ
に
蜘
蛛
の
巣
を
か
け
た
、
っ
て
ね
。

そ
こ
で
は
蜘
蛛
の
巣
に
引
っ
か
け
ら
れ
た
食
べ
物
が
、
生
き
た
ま
ま
、
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
て
い
る
の
。

ま
た
お
な
か
が
す
く
ま
で
、
生
か
し
て
あ
る
ん
だ
わ
、
ど
こ
か
暗
い
場
所
で
、
巨
大
な
蜘
蛛
の
巣
が
静

か
に
揺
れ
て
い
て
、
百
の
千
の
ご
ち
そ
う
が
、
ぶ
ら
下
っ
て
い
る
の
よ
。
新
鮮
さ
を
保
つ
た
め
と
食
べ

や
す
く
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
ず
つ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
て
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
ん
だ
わ
。
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男
２
、
車
椅
子
を
押
し
て
、
ぐ
る
ぐ
る
と
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
と
め
る
。

女
１ 

象
の
鼻
は
、
と
き
ど
き
く
る
わ
。
私
の
と
こ
ろ
に
、
く
る
。
そ
う
し
て
、
私
を
食
べ
る
。
私
の
顔
に
食

い
つ
い
て
中
身
を
食
べ
る
。
私
の
目
に
喰
い
つ
い
て
、
私
が
ま
ば
た
き
を
す
る
間
に
眼
球
を
食
べ
る
。

女
１
、
う
っ
と
り
と
語
る
。

男
２
、
女
１
の
背
後
に
立
ち
、
ゆ
っ
く
り
と
首
に
手
を
の
ば
す
が
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

女
１ 
（
何
も
気
ず
か
ず
）
そ
れ
か
ら
私
の
口
に
食
い
つ
い
て
、
舌
を
根
元
か
ら
引
っ
こ
ぬ
い
て
、
歯
茎
を
剥
ぎ

と
っ
て
、
脳
味
噌
を
貧
り
食
つ
て
体
中
の
血
を
飲
み
尽
す
の
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
私
の
中
身
を

ぜ
ん
ぶ
食
べ
て
し
ま
う
の
よ
。

女
１
、
笑
う
。

男
２
、
首
を
し
め
よ
う
と
試
み
、
だ
が
、
で
き
な
い
。

女
１ 

い
つ
か
、
本
当
に
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
た
ら
、
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
、
ど
こ
か
暗
い
場
所
に
行
く
の
よ
。

蜘
蛛
の
巣
に
引
っ
か
か
っ
た
、
生
き
た
ま
ま
の
御
馳
走
を
食
べ
に
行
く
の
よ
。
…
…
ね
ぇ
、
兄
さ
ん
？

男
２ 

…
…
な
ん
だ
？

女
１ 

あ
の
人
、
ま
だ
？

男
２ 

ま
だ
だ
よ
…
…
象
の
鼻
は
、
ま
だ
来
な
い
よ
。

女
１ 

眠
く
な
っ
た
わ
。

女
１
、
眠
っ
て
し
ま
う
。
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男
２
、
車
椅
子
を
押
し
、

男
２ 

全
面
的
に
気
違
い
に
な
っ
て
く
れ
る
と
有
難
い
ん
だ
が
ね
…
…
、
そ
り
ゃ
あ
、
お
ま
え
が
、
狂
っ
た
り

醒
め
た
り
す
る
よ
う
な
出
来
事
に
出
会
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
さ
。
十
の
お
ま
え
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

欲
し
さ
に
象
の
鼻
の
あ
と
を
つ
い
て
行
き
、
強
姦
さ
れ
た
こ
と
は
、
ね
。
だ
が
、
も
う
昔
話
だ
。
そ
れ

に
第
一
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
と
言
う
も
の
は
、
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
ん
だ
か
ら
、
欲
し
が
る
必
要

も
な
い
ん
だ
よ
。
も
う
腹
も
減
ら
な
い
し
、
飢
え
も
し
な
い
ん
だ
。
い
い
加
減
に
、
象
の
鼻
の
悪
夢
か
ら
、

さ
め
て
く
れ
な
い
か
ね
？

男
２
、
車
椅
子
を
押
し
て
去
る
。
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９

女
２
と
男
３
が
テ
ー
ブ
ル
を
押
し
て
現
わ
れ
る
と
、
卓
上
の
籠
と
椅
子
を
お
ろ
し
、
向
い
合
っ
て
す
わ
る
と
遊
戯
の

用
意
を
し
、
卓
上
に
一
体
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
を
立
て
る
。

人
形
の
足
に
は
糸
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
糸
を
た
ぐ
り
よ
せ
て
、
人
形
を
引
っ
ぱ
り
な
が
ら
、

男
３ 

ほ
ぅ
ら
、
こ
い
こ
い
。
こ
ろ
ぶ
な
よ
。
よ
し
よ
し
、
あ
ん
よ
は
、
上
手
、
こ
ろ
ぶ
は
お
へ
た
、
だ
そ
。

人
形
が
引
き
よ
せ
ら
れ
る
と
、

男
３ 
お
ま
え
の
番
だ
。

女
２ 
そ
う
ね
。

糸
を
引
く
が
、
途
中
で
苛
立
っ
て
強
く
引
っ
張
る
の
で
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
は
倒
れ
て
し
ま
う
。
男
３
、
笑
っ
て
、

男
３ 

残
念
で
し
た
。

叫
ぶ
と
人
形
を
立
て
直
し
、
真
剣
な
表
情
で
糸
を
引
き
は
じ
め
る
。。

女
２
、し
ば
ら
く
そ
れ
を
見
て
い
る
が
、耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
、力
ま
か
せ
に
自
分
の
糸
を
引
く
。
人
形
が
倒
れ
る
。

女
２ 

も
う
、
う
ん
ざ
り
。

男
３ 

き
つ
い
こ
と
を
言
わ
ん
で
く
れ
。

女
２ 

言
棄
だ
け
よ
。
心
は
マ
シ
ュ
マ
ロ
。

男
３ 

や
め
ろ
。
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女
２ 

心
は
キ
ャ
ン
デ
ー
、
心
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
。

男
３ 

俺
は
キ
ム
チ
だ
。

男
３
、
人
形
を
立
て
直
し
て
糸
を
引
く
。

女
２
、
そ
れ
を
眺
め
、

女
２ 

マ
シ
ュ
マ
ロ
だ
か
ら
、
う
ま
く
悲
し
め
な
い
ん
だ
わ
。
…
…
ね
ぇ
、
話
さ
な
い
？

男
３ 

何
を
？

女
２ 

昔
の
こ
と
。

男
３ 

話
し
尽
し
た
。

女
２ 

何
度
話
し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
の
。
も
う
言
葉
で
し
か
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ

か
ら
。

男
３ 
き
い
て
る
か
ら
、
話
し
て
く
れ
。

女
２ 
最
後
の
幸
せ
な
ひ
と
と
き
。
…
…
続
け
て
。

男
３ 

（
渋
々
と
）
眠
り
の
中
で
空
腹
を
感
じ
て
ス
タ
ン
ド
を
つ
け
た
。
小
さ
な
、
も
の
う
い
光
が
闇
に
明
る
い

傷
を
作
っ
た
。

女
２ 

ど
う
し
た
の
？　

と
私
が
訊
い
た
。
ど
う
し
た
の
？

男
３ 

腹
が
減
っ
た
、と
俺
が
答
え
た
。
腹
が
減
っ
た
。
そ
れ
か
ら
俺
が
訊
い
た
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、残
っ
て
る
か
？

女
２ 

残
っ
て
る
わ
よ
。
あ
っ
た
め
よ
う
か
？

男
３ 

あ
あ
。

女
２ 

私
は
ベ
ッ
ド
を
降
り
た
。
裸
足
の
あ
し
の
う
ら
に
リ
ノ
リ
ュ
ー
ム
の
床
が
、
ひ
ん
や
り
と
冷
た
か
っ
た
。

私
は
裸
の
体
に
ガ
ウ
ン
を
引
っ
か
け
て
寝
室
を
出
た
。

男
３ 

お
ま
え
の
背
中
に
俺
は
言
っ
た
、
飯
は
あ
っ
た
め
ち
ゃ
駄
目
た
そ
。
冷
た
い
飯
に
ア
ツ
ア
ツ
の
カ
レ
ー
。

そ
れ
が
正
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
。
お
ま
え
は
笑
い
声
を
残
し
て
出
て
行
っ
た
。
戻
っ
て
き
た
。
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女
２ 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
持
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
台
所
は
寒
か
っ
た
か
ら
、
足
が
冷
え
て
い
た
。
私
は
カ
レ
ー

を
渡
し
て
、
ベ
ッ
ド
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
あ
っ
た
か
い
…
…
。

男
３ 

俺
は
夕
飯
の
残
り
の
カ
レ
ー
を
食
っ
た
。
冷
た
い
飯
に
ア
ツ
ア
ツ
の
カ
レ
ー
を
か
け
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。

す
る
と
、
お
ま
え
が
言
っ
た
。

女
２ 

一
口
ち
ょ
う
だ
い
。

男
３ 

俺
は
ス
プ
ー
ン
を
お
ま
え
の
口
に
運
び
カ
レ
ー
を
喰
わ
せ
た
。

女
２ 

ベ
ッ
ド
の
ま
わ
り
に
カ
レ
ー
の
匂
い
が
た
ち
こ
め
て
い
た
。
あ
ん
た
が
カ
レ
ー
を
食
べ
終
る
と
、
私
た

ち
カ
レ
ー
の
匂
い
の
キ
ス
を
し
た
。

男
３ 

そ
れ
か
ら
カ
レ
ー
の
味
の
セ
ッ
ク
ス
を
し
た
。

女
２ 
幸
福
だ
っ
た
。

男
３ 
幸
福
だ
っ
た
。

間
。

男
３
、
相
変
ら
ず
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
の
糸
を
引
い
て
い
る
。

女
２
、
糸
を
強
く
引
い
て
人
形
を
倒
し
、
立
ち
上
が
る
。

男
３ 

地
獄
の
は
ら
わ
た
へ
直
通
電
話
を
か
け
て
い
る
よ
う
な
も
ん
だ
。
壁
に
耳
あ
り
障
子
に
目
あ
り
、
隣
は

何
を
す
る
人
ぞ
、
だ
よ
。

男
３
、
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
を
と
り
あ
げ
、
撫
で
ま
わ
す
。

男
３ 

カ
レ
ー
の
話
な
ぞ
、
し
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
。

女
２ 

話
は
、
も
う
す
ん
だ
わ
。



58

女
２
、
籠
の
中
か
ら
白
布
を
か
け
た
盆
を
取
り
出
し
て
卓
上
に
置
く
。

女
２ 

あ
と
は
…
…
、

男
３ 

あ
と
は
？

女
２ 

食
べ
る
だ
け
。

女
２
、
白
布
を
と
り
の
ぞ
く
。
缶
詰
に
缶
切
り
、
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
が
一
つ
。

男
３ 

…
…
お
ま
え
…
…
。

女
２ 

最
後
の
晩
餐
よ
。

女
２
、
缶
詰
を
切
り
は
じ
め
る
。

女
２
、
沈
黙
の
中
で
缶
詰
を
切
り
終
る
。

女
２
、
蓋
を
開
け
る
。

女
２ 

食
べ
物
よ
。

男
３ 

…
…
喰
う
の
か
？

女
２ 

鯨
の
大
和
煮
。

男
３ 

…
…
喰
う
の
か
？

女
２ 

生
き
物
の
肉
だ
わ
。

男
３ 

…
…
喰
う
の
か
？

女
２ 

食
べ
て
。

女
２
、
ゆ
っ
く
り
と
缶
詰
に
手
を
の
ば
し
、
指
で
肉
片
を
つ
ま
み
、
口
に
入
れ
、
咀
嚼
し
、
嚥
下
す
る
。
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女
２ 

…
…
お
い
し
い
わ
…
…
。

女
２
、
コ
ッ
プ
の
水
を
飲
む
。

男
３
、
缶
詰
に
手
を
の
ば
す
。
指
で
肉
片
を
つ
ま
み
、
口
に
入
れ
、
咀
嚼
し
、
嚥
下
す
る
。

男
３ 

う
ま
い
…
…
。

男
３
、
コ
ッ
プ
の
水
を
飲
む
。

テ
ー
ブ
ル
の
周
囲
が
急
速
に
暗
く
な
る
と
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
手
に
し
た
人
々
が
現
わ
れ
て
く
る
。

女
２
・
男
３
、
互
い
を
凝
視
し
て
無
言
で
喰
い
、
笑
い
、
水
を
飲
み
続
け
て
い
る
。

＜
群
集
＞
が
二
人
を
と
り
巻
き
、「
あ
」
と
叫
ぶ
と
、

男
１ 

ア
ミ
ノ
酸
。

全
員 

い
。

女
１ 

イ
ノ
シ
ン
酸
ソ
ー
ダ
。

全
員 

う
。

男
２ 

ウ
ノ
ー
ル
サ
ラ
ダ
油
。

全
員 

え
。

女
２ 

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
。

全
員 

お
。

男
３ 

オ
キ
シ
タ
イ
ド
。

全
員 

か
。

女
３ 

カ
ル
シ
ウ
ム
。
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全
員 

き
。

男
４ 

キ
ノ
バ
ー
ル
酸
塩
。

全
員 

く
。

女
４ 

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
。

全
員 

け
。

男
５ 

ケ
ラ
ノ
ー
ル
カ
ロ
チ
ン
。

全
員 

こ
。

女
５ 

香
辛
料
。

全
員 

さ
。

男
６ 

酸
化
補
強
剤
。

全
員 

し
。

女
６ 
脂
肪
。

全
員 
す
。

男
７ 
水
分
。

全
員 

せ
。

女
７ 

接
着
安
定
剤
。

全
員 

そ
。

男
８ 

ソ
リ
ュ
ー
ム
。

全
員 

た
。

女
８ 

タ
ン
パ
ク
質
。

全
員 

ち
。

男
１ 

調
味
料
。

全
員 

つ
。

女
９ 

ツ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
化
合
物
。
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全
員 

て
。

男
２ 

鉄
分
。

全
員 

と
。

女
１ 

糖
分
。

全
員 

な
。

男
３ 

ナ
ス
パ
ル
テ
ー
ム
。

全
員 

に
。

女
２ 

ニ
コ
チ
ン
酸
。

全
員 

ぬ
。

男
４ 
ヌ
ル
系
甘
味
科
。

全
員 
ね
。

女
３ 
ネ
ク
タ
ー
ル
糖
分
。

全
員 

の
。

男
５ 

ノ
バ
ピ
リ
ン
。

全
員 

は
。

女
４ 

発
色
剤
。

全
員 

ひ
。

男
６ 

ビ
タ
ミ
ン
。

全
員 

ふ
。

女
５ 

粉
末
塩
素
。

全
員 

へ
。

男
７ 

ヘ
ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
。

全
員 

ほ
。

女
６ 

ホ
ノ
リ
ュ
ー
ム
。
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全
員 

ま
。

男
８ 

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
。

全
員 

み
。

女
７ 

ミ
ネ
ラ
ル
。

全
員 

む
。

男
１ 

無
機
質
。

全
員 

め
。

女
８ 

メ
チ
ー
ル
。

全
員 

も
。

男
２ 

モ
ノ
リ
ウ
ム
。

全
員 

や
。

女
９ 
ヤ
ニ
バ
ー
ル
製
剤
。

全
員 
ゆ
。

男
３ 
油
脂
。

全
員 

よ
。

女
１ 

ヨ
ー
ト
ル
酸
化
剤
。

全
員 

ら
。

男
４ 

ラ
ミ
コ
ー
ル
化
合
物
。

全
員 

り
。

女
２ 

リ
ン
酸
。

全
員 

る
。

男
５ 

ル
ジ
ュ
ー
ム
性
澱
粉
。

全
員 

れ
。

女
３ 

レ
タ
ノ
イ
ド
カ
リ
ュ
ー
ム
。
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全
員 

ろ
。

男
６ 

ロ
ー
デ
ン
酸
化
物
。

全
員 

わ
。

女
４ 

ワ
二
ー
ル
剤
。

不
意
に
、
あ
た
り
が
静
ま
り
、
し
ば
ら
く
し
て
、

男
３ 

わ
。
ワ
ギ
ナ
…
…
。

女
２ 

わ
。
私
…
…
。

急
激
に
闇
。

そ
の
中
に
、
江
利
チ
エ
ミ
の
歌
う
「
家
へ
お
い
で
よ
」
が
鳴
り
響
く
。


